
　ローイング（ボート漕ぎ）運動は有酸素運動で

あるとともにレジスタンス運動（筋力運動）の要

素を備えた全身運動です。本研究では日常規則的

なローイング運動を行っている中高年男性の呼吸

循環器系機能と血中脂質・リポ蛋白プロフィール

を検討しました。

　対象者は中高年男性ローイング愛好者 17 名（年

齢：64 ± 4 歳、体重：69 ± 6 kg、平均±標準偏差）

と、ローイング愛好者と体重が一致した運動習慣

のない中高年者 17 名（65 ± 3 歳、70 ± 7kg）、及

び若年ボート選手（22 ± 2 歳、70 ± 4kg）と運動

習慣のない若年成人（22 ± 3 歳、69 ± 7kg）それ

ぞれ 17 名です。

　呼吸循環器系機能（持久性能力）の指標である

最大酸素摂取量（Vo2max）は、中高年ローイン

グ愛好者（3.0 ± 0.4 ㍑ / 分）が若年ボート選手の

値 (4.1 ± 0.3 ㍑ / 分 ) よりも低かったものの、運動

習慣のない若年成人の値（3.1 ± 0.5 ㍑ / 分）と同

レベルを維持し、運動習慣のない中高年者の値（2.2

± 0.3 ㍑ / 分）より著しく高い値となりました。中

高年ローイング愛好者の総コレステロール（T-C）と、

悪玉コレステロールといわれている低比重リポ蛋

白コレステロール（LDL-C）の濃度（T-C:200 ±

15mg/dl, LDL-C:112 ± 15mg/dl）は若年ボート選手

のそれぞれの値 (T-C:158 ± 23mg/dl、LDL-C:77 ±

27mg/dl) より高かったものの、運動習慣のない若

年成人の値 (T-C:185 ± 25mg/dl、LDL-C:112 ± 27mg/dl)、

及び中高年者の値 (200 ± 15、115 ± 23mg/dl) と同

レベルでした。また、中高年ローイング愛好者、

若年ボート選手及び運動習慣のない若年成人と中

高年者の４群間に中性脂肪（TG）濃度 (124 ± 35、

80 ± 27、80 ± 44、115 ± 35 mg/dl)、及び善玉コ

レステロールといわれている高比重リポ蛋白コレ

ステロール（HDL-C）濃度（65 ± 8、62 ± 12、54

± 8、58 ± 8mg/dl）には差が認められませんでした。

中高年ローイング愛好者の動脈硬化指数（動脈硬

化指数になりやすさ）は若年ボート選手の値より

は高い結果でした（LDL-C/HDL-C：1.7 ± 0.2 vs. 

1.3 ± 0.4、T-C/HDL-C：3.1 ± 0.2 vs. 2.6 ± 0.4）。

しかし、運動習慣のない若年成人や中高年者の値

よりは低くなっていました（LDL-C/HDL-C：2.1

± 0.3、2.1 ± 0.4；T-C/HDL-C：3.6 ± 0.3、3.5 ± 0.4）。

　このように、脚、腕、及び体幹などほぼ全身の

筋肉を動員するローイング運動を日常規則的に行っ

ている中高年男性は持久性能力が高く、血中脂質・

リポ蛋白プロフィールも動脈硬化予防型になって

いることが本研究から示されました。
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　このコーナーでは、当研究所の研究員が行った研究成果の一部を、わかりやすく紹

介していきます。なお、当研究所のホームページ（http://www.nih.go.jp/eiken/index.html）

内のマンスリーレポートのコーナーで、研究成果や活動の紹介をしていますので、そ

ちらもご参照下さい。
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